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十
月
か
ら
三
月
の
祭
事
暦

 

十 

月

〇
古
稀
莚
寿
祭�

十
　
月
　
十
六
日
（
月
）

〇
神
嘗
祭
遥
拝�

十
　
月
　
十
七
日
（
火
）

〇
裏
千
家
献
茶
式�

十
　
月
二
十
一
日
（
土
）

 

十
一 

月

〇
明
治
祭�

十
一
月
　
三
　
日
（
金
）

〇
金
咲
稲
荷
神
社
例
祭�

十
一
月
　
八
　
日
（
水
）

○
大
宮
祭�

十
一
月
　
十
五
日
（
水
）

〇
新
嘗
祭�

十
一
月
二
十
三
日
（
木
）

 

十
二 

月

〇
御
煤
払
式�

十
二
月
　
二
十
日
（
水
）

〇
大
祓
式�

十
二
月
三
十
一
日
（
日
）

〇
除
夜
祭�

十
二
月
三
十
一
日
（
日
）

 

一 

月

〇
歳
旦
祭�

一
　
月
　
一
　
日
（
月
）

〇
元
始
祭�

一
　
月
　
三
　
日
（
水
）

〇
古
札
焼
納
式�

一
　
月
　
十
五
日
（
月
）

 

二 

月

〇
節
分
祭�

二
　
月
　
三
　
日
（
土
）

〇
紀
元
祭�

二
　
月
　
十
一
日
（
日
）

○
天
長
祭�

二
　
月
二
十
三
日
（
金
）

 

三 

月

〇
祈
年
祭�

三
　
月
　
十
七
日
（
日
）

〇
春
季
皇
霊
祭
遥
拝�

三
　
月
　
二
十
日
（
水
）

 

諸 

祭

○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

〇
御
朔
日
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
朔
日
の
午
前
七
時
よ
り

〇
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日



　
九
月
九
日 

重ち
ょ
う

陽よ
う

の
節
句
に
九
月
古
例
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
古
例
祭
は
四
月
の
古
例
大
祭
と
対
を
な
す
当

社
最
重
儀
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
多
賀
町
芹
谷
・
脇
ヶ
畑
地
区
の
河
内
よ
り

菅
森
金
治
郎
氏
が
頭
人
と
し
て
差
し
定
め
ら
れ
、
恙

な
く
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。
河
内
よ
り
頭
人
が
選
出

さ
れ
る
の
は
約
三
十
年
ぶ
り
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
同
地
区
に
お
い
て
、
頭
人
選

び
は
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の

氏
子
地
域
よ
り
頭
人
を
選
出
す
る
事
で
古
例
祭
が
多

賀
町
全
体
の
お
祭
り
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
規
制
を
受
け
た
三
年
間
を
経
て
、

漸
く
今
年
は
本
来
の
形
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
、

沿
道
よ
り
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

菅す
が

森も
り 

金き
ん

治じ

郎ろ
う

昭
和
26
年
9
月
21
日
生
（
満
71
歳
）

多
賀
町
役
場
勤
務（
昭
和
45
年
～
平
成
24
年
）

前 

多
賀
町
選
挙
管
理
委
員
長

頭
　
人

九
月

例例 

祭祭

古古古
例例 

祭
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講社大祭（献幣使）

新嘗祭（豊年講秋季大祭）

講
社
大
祭
献
幣
使
を
奉
仕
し
て

　

多
賀
講
相
楽
連
合
会　

会
長　

村む
ら

城き

　
信の

ぶ

隆た
か

　
こ
の
度
、
全
国
多
賀
講
講
員
の
皆
様
を
代
表
と
し
て
、
講
員
の
ご
家

族
の
お
幸
せ
と
多
賀
大
社
の
弥
栄
を
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
賀
講
相
楽
連
合
会
と
し
て
大
変
名
誉
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

ご
奉
仕
に
あ
た
り
ま
し
て
は
多
賀
大
社
の
講
務
部
を
始
め
皆
々
様
の
ご

支
援
の
も
と
大
役
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
ど
も
多
賀
講
相
楽
連
合
会
は
精
華
町
、
木
津
川
市
、
和
束
町
、
笠

置
町
、
南
山
城
村
の
皆
様
方
で
、
毎
年
合
同
参
拝
を
実
施
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
二
、
三
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
多
く
の
参
拝
希
望

者
が
あ
り
な
が
ら
実
現
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
員
の
皆
様

方
か
ら
「
宮
司
様
に
京
都
木
津
川
市
に
て
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
は
」

と
の
声
が
上
が
り
、
片
岡
秀
和
宮
司
様
よ
り
「
神
道
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
員
の
皆
様
か
ら
は
大
変
ご
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
多
賀
大
神
様
の
ご
守
護
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
全

国
の
多
賀
講
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
ご
繁
栄
を
祈
念
し
て
御
礼
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　

豊
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　

豊
年
使　

梅う
め

田だ

満ま

寿す

雄お

　
　
　
　
　

　
今
年
が
最
後
の
大
世
話
係
と
し
て
の
務
め
と
決
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
の
度
、
豊
年
使
の
大
役
を
受
け
る
事
と
な
り
大
変
驚
い
て
お
り
ま
す

が
、
誠
心
誠
意
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
多
賀
大
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
て
か
ら
は
毎
年
の
初
詣
、
子
・
孫
の
お

宮
参
り
、
七
五
三
と
節
目
節
目
に
は
必
ず
、
お
多
賀
さ
ん
へ
お
参
り
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
家
業
を
息
子
に
引
継
い
だ
後
は
、
日
々
何
を
す
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
農
業
が
私
を
引
っ
張
り
、
今
は
日
々
忙
し
く
農
業
に
専
念

し
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
の
農
地
は
約
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
で
あ

り
ま
す
が
、
昨
今
農
家
離
れ
が
多
く
地
元
地
域
で
営
農
組
合
を
立
ち
上

げ
て
、
現
在
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
嘗
祭
当
日
は
、
愛
知
川
地
区
の
世
話
係
と
共
に
、
収
穫
の
感
謝
と

豊
年
講
講
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

供
奉
者
ご
紹
介

宮
本
　
　
實
氏

古
川
　
　
晃
氏

倉
持
　
勝
治
氏

金
辻
　
　
修
氏

奥
田
　
一
心
氏

９月28日、多賀講員の家内安全・莚命長寿を祈願する講社大
祭が斎行されました。
本年の献幣使は多賀講相楽連合会 会長 村城信隆氏にご奉仕
いただきました。

11月23日、一年の収穫を感謝する新嘗祭が斎行されます。当日、
拝殿には豊年講員の献納による約五百俵の初穂米が積み上げ
られます。本年の豊年使は、愛知郡愛荘町の梅田満寿雄氏が
ご奉仕されます。

令和４年献幣使奉仕風景
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多 賀 講

就
任
三
十
年
世
話
係

郡

上

市

和
田
　
忠
治

東
近
江
市

渡
辺
　
康
雄

米

原

市

長
谷
　
善
行

長

浜

市

三
国
　
忠
幸

近
江
八
幡
市

宮
嶋
　
昭
男

近
江
八
幡
市

宮
村
　
茂
道

木
津
川
市

平
島
　
健
司

相

楽

郡

久
保
　
　
弥

丹
波
篠
山
市

平
野
　
正
憲

就
任
二
十
年
世
話
係

三
方
上
中
郡

吉
田
新
治
郎

一

宮

市

浅
井
不
二
夫

大

垣

市

山
田
　
良
幸

大

垣

市

三
輪
　
久
幸

飛

騨

市

沖
田
　
真
一

下

呂

市

中
島
　
裕
介

下

呂

市

長
瀬
　
悦
三

下

呂

市

中
田
　
昌
登

関

市

長
屋
　
金
完

東
近
江
市

藤
原
　
啓
子

東
近
江
市

村
井
　
忠
雄

栗

東

市

宮
城
定
右
衛
門

甲

賀

市

南
　
　
　
清

蒲

生

郡

太
田
　
敏
一

蒲

生

郡

村
井
　
利
雄

甲

賀

市

藤
川
　
　
豊

甲

賀

市

前
出
　
高
志

甲

賀

市

森
地
　
定
續

近
江
八
幡
市

水
　
音
治
郎

東
近
江
市

福
井
　
捨
夫

東
近
江
市

太
田
　
義
久

米

原

市

赤
堀
　
泰
久

米

原

市

世
森
　
　
正

米

原

市

田
中
　
祐
行

米

原

市

石
河
　
勝
美

米

原

市

大
谷
　
　
章

長

浜

市

西
山
　
　
貢

長

浜

市

平
井
　
　
真

松

阪

市

萩
原
　
成
記

伊

賀

市

山
菅
　
善
文

伊

勢

市

山
中
　
一
孝

伊

勢

市

永
井
　
一
誠

木
津
川
市

三
桝
　
武
男

交

野

市

辰
川
み
ね
子

堺

市

木
寺
　
　
功

堺

市

上
野
　
惠
司

丹
波
篠
山
市

安
井
　
勝
則

川

辺

郡

北
浦
　
利
和

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

長

浜

市

八
木
　
賢
七

長

浜

市

雲
出
　
達
夫

長

浜

市

山
口
　
慎
五

長

浜

市

西
村
　
正
夫

近
江
八
幡
市

永
福
　
重
雄

近
江
八
幡
市

吉
田
　
市
郎

名

張

市

有
岡
　
　
崇

伊

賀

市

塚
本
　
千
尋

宇

治

市

竹
村
　
章
治

長
岡
京
市

山
本
　
茂
喜

京
田
辺
市

松
本
　
　
勉

京

都

市

戸
倉
　
　
厳

丹
波
篠
山
市

野
々
口
晋
平

川

辺

郡

村
山
　
興
治

就
任
十
年
世
話
係

飯

田

市

矢
澤
　
良
尚

掛

川

市

岡
本
　
正
博

掛

川

市

髙
橋
　
正
吉

新

城

市

西
谷
　
　
進

豊

田

市

平
松
　
正
吉

大

垣

市

古
田
　
明
美

羽

島

郡

堀
場
　
　
武

加

茂

郡

多
賀
　
哲
也

関

市

塚
原
　
昌
尚

海

部

郡

佐
野
　
利
美

東
近
江
市

森
　
　
久
子

彦

根

市

山
田
　
昭
夫

永年世話係表彰

今
後
共
か
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
現
在
登
録
の
就
任
年
月
日
よ
り
選
出
し
て

お
り
ま
す
。

美

濃

市

長
縄
さ
よ
子

豊

田

市

鈴
木
　
英
臣

名
古
屋
市

水
野
　
素
和

知

多

郡

坂
口
　
嘉
孝

下
伊
那
郡

宮
下
　
幸
一

長

浜

市

保
崎
　
尚
栄

長

浜

市

片
山
　
郁
夫

彦

根

市

小
林
　
秀
則

不

破

郡

中
村
　
美
次

東
近
江
市

山
田
　
英
樹

彦

根

市

山
口
　
幸
造

伊

賀

市

吉
川
　
正
記

津

市

松
本
　
利
宣

東
近
江
市

富
永
　
繁
紀

東
近
江
市

善
住
　
慎
一

伊

賀

市

福
田
　
正
美

高

山

市

鴻
巣
　
　
実

長

浜

市

山
口
　
博
文

甲

賀

市

田
村
　
良
秋

伊

賀

市

田
中
　
武
久

蒲

生

郡

木
瀬
　
武
三

甲

賀

市

河
合
　
芳
明

松

阪

市

前
田
　
哲
也

彦

根

市

尾
本
　
吉
史

愛

知

郡

川
口
　
利
造

岐

阜

市

金
森
　
道
郎

大

府

市

鷹
羽
　
利
幸

枚

方

市

清
水
　
洋
宣

不

破

郡

吉
田
　
儀
一

甲

賀

市

中
嶋
　
　
稔

長

浜

市

加
納
　
源
生

大

垣

市

立
花
　
正
一

大

垣

市

谷
口
　
哲
夫

大

垣

市

杉
口
　
忠
実

彦

根

市

西
村
　
義
次

丹
波
篠
山
市

酒
井
　
浩
一

長

浜

市

中
川
　
兼
輔

木
津
川
市

羽
田
　
道
子

敦

賀

市

林
　
　
省
一

敦

賀

市

寺
嶋
　
信
二

東
近
江
市

森
井
　
源
藏

鳥

羽

市

小
寺
　
広
次

長

浜

市

松
島
　
清
和

泉
大
津
市

藤
原
　
優
光

東
近
江
市

岸
本
　
隆
司

海

津

市

土
方
　
弘
男

東
近
江
市

馬
野
　
正
義

三

田

市

森
本
　
和
明

近
江
八
幡
市

小
林
　
三
男

東
浅
井
郡

細
江
　
善
彦

東
近
江
市

河
村
　
政
仁

名
古
屋
市

前
田
　
忠
永

丹

波

市

駒
谷
　
　
誠

甲

賀

市

門
　
　
　
治

米

原

市

上
津
　
和
雄

加

茂

郡

塚
本
　
嘉
明

知

多

市

吉
川
　
平
一

長

浜

市

宮
川
　
浩
治

三
方
上
中
郡

野
村
　
庄
治

宝

塚

市

大
上
　
　
修

名
古
屋
市

深
谷
　
浩
彦

名
古
屋
市

太
田
定
治
郎

津

市

山
口
三
千
代

米

原

市

村
上
　
泰
治

長

浜

市

片
岡
　
俊
彦

丹
波
篠
山
市

井
関
　
　
勝

彦

根

市

伊
藤
　
岳
夫

彦

根

市

平
林
　
　
明

奈

良

市

奥
西
喜
代
照

東
近
江
市

上
川
庄
太
郎

東
近
江
市

小
寺
　
孝
治

（
再
任
含
む
・
敬
称
略
）

（
令
和
五
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）

新任講長他役員・世話係ご紹介

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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高宮 彦根インター

本殿参集殿
自
動
車

お
祓
所

授
与
所

神門

日向
神社

八日市

太閤橋

多賀講員ならば、特別なご祈祷を受けられることを
ご存じでしたでしょうか。
欠かさずに月参りをされる方々、
息子さんの厄除祈願を併せて申し込まれる方、
４世帯揃ってお越しになる賑やかなご家族もあります。
お申込みは多賀講総本部にて、専任職員が随時承って
いますので、
是非お立ち寄り下さい。
尚、祈祷料は 1,000 円
以上のお志です。

【受付時間】
8：30～15：30

コンビニやスマホ決済で、今年から講金が納められます
［本年度は神符直送の講員様に限ります］

令和４年１月より、ゆうちょ銀行・郵便局（窓口・ATM）にて現金での振込の場合に別途手数料（110円）が必要となりました。
昨年度は余計なご負担をおかけしましたが、この度振込用紙を一新し、納入方法の大きな改善を講じました。

下段の
振込用紙
をご使用下さい

※電信払込は、変更ありません

特別なお祭りに参列しませんか講員祈祷を受けませんか

鎌倉時代から続く当社年間の最重儀。
40頭の馬が繰り出し、500名にも及ぶ絢爛豪華な
お祭りです。講員様は本殿祭に参列ができます。
令和６年４月 22日㊊
　　　　　　　※8：15までに授与所へお越し下さい

●古例大祭（多賀まつり）

毎月28日に多賀講月次祭にて、全国講員の家内安全・
莚命長寿が祈られています。
９月28日は多賀講一番のご縁日です。
令和６年９月 28日㊏
　　　　　　　※10：30までに参集殿へお越し下さい

●講社大祭

変更が生じた際は、
ホームページにてお知らせします。

※QRコードから『お知らせ』のページへ  →

コンビニエンス
ストア スマホ決済 銀行振込

手数料
無料

手数料
無料

ゆうちょ銀行等
（窓口・ATM）

現金での
お振込の場合は
別途

手数料必要

振込手数料は
ご負担下さい

額面や記載事項に 変更がない方

上段の
振込用紙
をご使用下さい

変更やご連絡事項を余白にご記入

お振込方法は、以下のいずれかをお選びください

額面や記載事項に 変更がある方 ゆうちょ銀行・郵便局の窓口またはATMをご利用ください
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場
に
突
き
立
て
ら
れ
た
。

そ
れ
が
成
長
し
た
の
が
杉

坂
の
ご
神
木
で
あ
る
。
②

も
同
じ
く
大
神
影
向
の
場

所
で
、
青
々
と
し
て
い
た

早
苗
が
一
夜
に
化
し
て
杉

の
森
に
な
っ
た
地
、
ご
本

社
の
こ
と
で「
田
中
明
神
」

と
申
し
上
げ
る
。
こ
こ
の

杉
は
真
っ
す
ぐ
で
、
常
に

青
々
と
し
て
い
る
と
い
う
か
ら「
常
若
」の
社
叢
と
評
せ
よ
う
。

タ
カ
の
地
名
語
源
が
、「
高
い
」
と
い
う
土
地
形
状
で
は
な
く
、

田
の
カ
（
＝
所
）
と
の
説
が
腑
に
落
ち
る
点
で
も
あ
る
。

　
③
の
「
飯
守
木
」
は
「
打
ち
込
み
の
馬
場
」（
尼
子
の
お

旅
所
）
近
く
に
あ
る
ご
神
木
で
、『
儀
軌
』
に
は
地
域
の
人
々

が
集
ま
っ
て
こ
の
木
は
、
ム
ク
（
椋
）
な
の
か
エ
ノ
キ
（
榎
）

な
の
か
を
議
論
し
た
と
い
い
、
十
二
本
の
木
々
が
後
々
一
本

に
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
木
に
大
神
が
常
に
降
臨
し
「
遊
び

給
う
」
と
伝
え
ら
れ
、
大
飯
守
木・小
飯
守
木
が
あ
る
と
す
る
。

　
①
と
③
の
神
木
の
存
在
は
、
山
と
里
、
畑
地
と
田
圃
、
杉

と
椋
（
榎
）
と
い
う
よ
う
に
構
造
的
に
二
項
相
対
の
状
況
を

示
し
て
お
り
、
そ
れ
を
②
の
森
、
す
な
わ
ち
ご
本
社
が
結
び

統
合
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
③
の
樹
種
に
ま
つ
わ
る
議
論

譚
の
存
在
は
、
こ
の
地
が
二
つ
の
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
「
神
聖
な
境
界
」
で
、そ
こ
に
鎮
ま
る
神
木
の
性
格
上
「
ど

ち
ら
つ
か
ず
」
と
な
る
故
か
ら
と
も
い
え
る
。

　
お
多
賀
さ
ん
の
春
祭
り
「
古
例
大
祭
」
で
、
印
象
深
い
光

景
に
出
会
っ
た
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い

る
。
芹
川
の
上
流
、
調と
と
の

宮み
や

神
社
の
鎮
座
す
る
栗
栖
集
落
へ
向

か
う
祭
礼
行
列
の
後
を
追
っ
て
い
て
、
長
い
担
ぎ
棒
の
つ
い

た
台
車
に
載
る
太
鼓
（
ａ
）
を
引
き
回
す
氏
子
の
方
々
の
掛

け
声
を
聞
き
な
が
ら
見
つ
け
た
、
さ
り
げ
な
く
咲
き
誇
る
山

吹
の
姿
で
あ
る
。

　
周
囲
の
木
々
が

新
緑
の
盛
り
を
迎

え
る
準
備
の
頃
で
、

一
重
咲
き
の
黄
金

色
は
ひ
と
き
わ
映

え
、
自
然
豊
か
な

な
か
で
行
わ
れ
る
、

の
ど
か
な
祭
り
の

雰
囲
気
を
更
に
高

め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　
お
多
賀
さ
ん
と
植
物
と
の
関
係
と
い
え
ば
、
柏
葉
は
も
と

よ
り
、
三
か
所
の
神
木
と
一
本
の
「
命
の
木
」
は
見
逃
せ
な

い
。
そ
れ
ら
は
、
①
杉
坂
之
神
木
（
ｂ
）、
②
田
中
明
神
の
神

木
、
③
飯い
い

守も
り

（
盛
）
木
（
ｃ
）、
そ
し
て
④
調
宮
神
社
の
神
木

「
桂
」
で
、
い
ず
れ
も
ご
鎮
座
の
由
緒
や
当
社
祭
礼
と
深
く
結

び
つ
い
た
場
で
あ
り
木
々
で
あ
る
。

　『
多
賀
大
社
儀
軌
』（『
多
賀
大
社
叢
書
　
記
録
編
一
』）
に

よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
伝
承
を
も
っ
て
い
る
。
①

は
多
賀
大
神
の
一
柱
、
伊
弉
諾
尊
（
伊
邪
那
岐
大
神
）
が
老

翁
の
姿
に
身
を
や
つ
し
当
地
に
影
向
さ
れ
た
時
、
畑
仕
事
を

し
て
い
た
「
山
人
」
が
粟
の
飯
を
柏
葉
に
の
せ
献
上
し
た
と

こ
ろ
、
大
神
は
そ
の
志
を
嘉
納
さ
れ
、
使
っ
た
お
箸
を
そ
の （b）杉坂之神木

（c）飯守（盛）木

（a）栗栖の太鼓台

皇
學
館
大
学　

名
誉
教
授　

櫻
井　

治
男
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皇
學
館
大
学
名
誉
教
授

櫻
井
　
治
男
（
さ
く
ら
い
　
は
る
お
）

昭
和
24
年
京
都
府
生
ま
れ

同
48
年
皇
學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

専
門
は
宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
・
神
社
祭
祀
研
究

平
成
30
年
　
第
28
回
南
方
熊
楠
賞
（
人
文
の
部
）
受
賞

秋
祭
（
ｆ
）
を
拝
見
し

た
時
も
、
印
象
深
い
も

の
が
あ
っ
た
。

　
渡
さ
れ
花
は
質
感
が

立
派
で
、
ト
ウ
ヤ
に
就

く
と
枯
ら
さ
な
い
よ
う

に
何
本
か
を
選
び
、
日

傘
を
差
し
掛
け
る
な

ど
大
切
に
育
て
て
、
祭

り
の
場
で
披
露
さ
れ
る
。

鶏
頭
は
食
用
で
は
な
い
が
、
こ
の
花
や
種
を
引
き
継
ぐ
例
は

他
に
も
あ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
鶏
頭
な
の
か
の
答
え
を
筆
者

は
持
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
毎
年
芽
吹
く
お
多
賀
さ
ん
の
「
富
の
木
」、

花
咲
く
「
鶏
頭
」
は
、
い
ず
れ
も
実
用
と
は
隔
た
っ
た
バ
ト

ン
で
あ
る
が
、
祭
り
を
通
し
て
繰
り
返
し
継
承
さ
れ
る
伝
統

文
化
の
「
命
」
を
表
象
す
る
「
聖
な
る
草
木
」
と
い
う
共
通

点
は
指
摘
で
き
よ
う
。

テ
ィ
ー
」
を
代
表
す
る
方
々
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
が
大
切
な
役
割
を
つ
な
ぐ
と
き
、
聖
な

る
品
々
が
授
受
さ
れ
る
例
は
洋
の
東
西
に
み
ら
れ
る
事
象
で

あ
る
。
英
国
の
王
位
継
承
時
の
冠
・
宝
珠
・
王
笏
と
い
っ
た

レ
ガ
リ
ア
、
日
本
で
は
天
皇
陛
下
ご
即
位
時
の
「
剣
璽
等
承

継
の
儀
」
に
お
け
る
伝
来
の
お
品
の
よ
う
に
国
家
レ
ベ
ル
の

場
面
が
あ
る
。
ま
た
、
目
を
地
域
社
会
に
転
ず
れ
ば
、
神
社

祭
礼
や
ト
ウ
ヤ
制
度
の
残
る
祭
祀
の
場
が
そ
う
と
な
る
。

　
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
か
つ
て
神
職
の
最
上
位
で
あ
っ
た
一

の
禰
宜
（
長
官
と
い
う
）
が
新
任
さ
れ
る
と
、そ
の
人
は
「
神

代
よ
り
伝
来
の
神
器
」
と
い
う
「
釜
」
を
受
け
継
ぐ
慣
習
で

あ
っ
た
と
い
う
（
松
木
素
彦
『
詞
林
往
来
』
昭
和
四
五
年
、

神
宮
司
庁
）。
道
具
だ
け
で
は
な
い
。
黒
箱
・
宝
箱
・
玉
手
箱

等
と
呼
ば
れ
る
古
文
書
を
収
め
た
容
器
類
、
海
辺
で
は
、
焼

魚
二
尾
を
次
の
祭
礼
当
番
へ
渡
す
例
（
尾
鷲
市
）
も
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、近
畿
地
方
の
祭
礼
、宮
座
行
事
の
中
に
は
、

ご
神
饌
の
豆
や
冬と
う

瓜が
ん

、

鶏け
い

頭と
う

の
花
の
種
と
い

う
例
が
あ
る
（
吉
川

雅
章
『
宮
座
儀
礼
と

「
特
殊
神
饌
」』（
令

和
三
年
、
弘
文
堂
）。

鮮
や
か
な
鶏
頭
花
が

ト
ウ
ヤ
引
継
ぎ
式
の

場
に
登
場
す
る
名
張

市
丈
六
の
八
幡
神
社

　
さ
て
、
④
で
あ
る
が
、
春
祭
り
で
は
、
杉
坂
の
麓
、
大
神

が
山
か
ら
里
へ
と
遷
幸
さ
れ
た
転
換
地
の
調
宮
境
内
の
古

木
「
桂
」
の
若
枝
が
、
神
輿
の
飾
り
（
ｄ
）
や
神
職
・
供
奉

者
の
挿か
ざ
し頭

と
な
り
、
身
に
も
着
け
ら
れ
る
。
こ
の
都
市
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
、
葵
祭
（
上
下
賀
茂
神
社
）・松
尾
祭
（
松
尾
大
社
）

に
み
ら
れ
る
葵
桂
の
姿
で
あ
る
。

　
お
多
賀
さ
ん
で
は
、
こ
の
桂
の
神
枝
は
さ
ら
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
打
ち
込
み
の
馬
場
」
で
、
宮

司
よ
り
二
人
の
ト
ウ
ニ
ン
（
御
使
殿
・
馬
頭
人
）
に
渡
さ
れ

る
（
ｅ
）「
富
の
木
」
と
な
っ
て
で
あ
る
。
長
い
細
竹
の
先
に

付
け
ら
れ
た
小
枝
が
馬
上
で
授
受
さ
れ
る
様
子
は
、
ド
キ
ド

キ
モ
ノ
で
あ
る
が
、
滞
り
な
く
終
わ
る
と
安
堵
し
緊
張
感
が

解
放
さ
れ
る
。

　「
富
の
木
」
に
つ
い
て
先
学
は
、「
早
苗
の
こ
と
を
神
事
で

は
富
草
と
呼
ぶ
の
と
ひ
と
し
く
、
豊
饒
の
ご
神
徳
の
こ
も
っ

た
小
枝
」（『
多
賀
信
仰
』
昭
和
六
一
年
、
多
賀
大
社
、
六

頁
）
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
さ
に
お
米
作
り
の
大
切
な
役
割
が
、

神
木
の
若
枝
を
介
し
て
大
神
か
ら
「
お
多
賀
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ （d）神輿の飾り

（f）秋祭りの鶏頭花

（e）富の木渡し
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「
多
賀
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
下
り
線
開
通

能
面
「
獅
子
口
」
奉
納

新
授
与
品 「
む
す
び
絵
馬
」

　
平
成
三
十
年
か
ら
建
設
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
「
多
賀
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
」
は
下
り
線
の
み
四
月
に

開
通
し
ま
し
た
。
上
り
線
は
現
在

工
事
中
の
為
、
全
面
開
通
ま
で
は

あ
と
二
～
三
年
掛
か
る
見
込
み
で

す
。
多
賀
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
多

賀
大
社
ま
で
の
道
の
り
は
僅
か
一

㎞
程
と
参
拝
者
に
は
大
変
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
お
正
月
期

間
中
の
岐
阜
・
愛
知
方
面
か
ら
の

参
拝
者
に
と
り
ま
し
て
は
彦
根
イ

ン
タ
ー
か
ら
の
渋
滞
緩
和
に
繋
が

る
の
で
は
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
能
楽
師
の
大
倉
正
之
助
氏
よ
り
、
能
面
作
家
で
あ

る
伊
庭
貞
一
氏
作
の
能
面
「
獅
子
口
」
の
ご
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。

　
大
倉
正
之
助
氏
は
令
和
五
年
一
月
八
日
、
当
社
能
舞
殿
に
お

い
て
、
自
身
が
主
宰
す
る
飛
天
双
○
能
（
ひ
て
ん
ふ
た
わ
の
う
）

を
茂
山
千
三
郎
氏
、
上
野
朝
義
氏
を
始
め
と
し
て
、
数
十
名
の

演
者
に
よ
り
ご
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
飛
天
双
○
能
は
現
代
か
ら
未
来
に
日
本
の
伝
統
文
化
を
つ
な

げ
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て
、
日
本
各
地
の
野
外
舞
台
に
て
一

年
に
一
回
ず
つ
、
十
二
年
を
か
け
て
能
を
奉
納
し
て
い
く
事
業

で
あ
り
、
当
社
で
の
奉
納
が
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
春
よ
り
、
新
た
に
「
む
す
び
絵
馬
」
の
授
与
を

始
め
ま
し
た
。

　
お
多
賀
さ
ん
は
、
古
来
よ
り
良
き
ご
縁
を
結
ぶ
「
え

ん
む
す
び
」
の
ご
利
益
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
絵
馬
は
ピ
ン
ク
と
ブ
ル
ー
の
ハ
ー
ト
型
を
あ

し
ら
っ
た
愛
ら
し
い
二
種
類
の
絵
馬
。
お
願
い
ご
と
を

書
き
込
み
、
境
内
に
新
設
さ
れ
た
朱
塗
絵
馬
掛
け
に

ご
奉
納
下
さ
い
。

　「
む
す
び
絵
馬
」
を
通
じ
て
、
良
き
ご
縁
が
結
ば
れ

ま
す
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

初
穂
料　

五
〇
〇
円

人　

事

採　

用

【
出
　
　
　
　
仕
】	

長
谷
　
　
学�

�

（
令
和
五
年
三
月
二
十
一
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】	

上
田
　
真
羽�

�

（
令
和
五
年  

三
月
十
五
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】	

舟
越
　
風
花�

�
（
令
和
五
年  

三
月
十
五
日
付
）

退　

職

【
権
　
禰
　
宜
】	

奥
　
　
隆
栄�

�

（
令
和
五
年
八
月
三
十
一
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】	

西
澤
　
　
杏�

�

（
令
和
五
年  

三
月
三
十
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】	

今
西
　
七
海�

�

（
令
和
五
年  

三
月
三
十
日
付
）
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月
参
り
の
証

防
雪
カ
ー
テ
ン

　
こ
の
度
、
月
参
り
の
証
（
手
帳
）
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
い
ま
一
度
、
月
参
り
の
証
の
扱
い
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
月
参
り
の
押
印
は
、
参
拝
者
ご
本
人
の
み

②�

手
帳
を
お
忘
れ
の
場
合
、
ご
本
人
の
参
拝
に
限
り
翌
月�

以
降
で
も
押
印
出
来
ま
す

③
手
帳
の
発
行
は
一
名
に
対
し
一
冊

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
規
月
参
り
の
証
を
発
行
希
望
の
方
は
授
与
所
に
て
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
尚
、
満
願
時
に
お
渡
し
し
て
お
り
ま
し
た
満
願
証
は
手
帳
へ

の
満
願
印
（
写
真
掲
載
）
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
雪
の
少
な
い
冬
を
過
ご
す
事
が
出
来
れ

ば
良
い
の
で
す
が
、
多
賀
の
地
は
例
年
数

回
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
ご

祈
祷
後
の
本
殿
廻
り
は
回
廊
に
雪
が
吹

き
込
み
、
お
参
り
出
来
な
い
日
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
は
以
前
か
ら
の
懸
案
事
項
で

も
あ
っ
た
為
、
冬
場
の
防
寒
と
雪
の
吹
き

込
み
対
策
と
し
て
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を

取
り
付
け
ま
す
。

　
防
雪
カ
ー
テ
ン
に
よ
り
、
大
雪
の
日
で

も
皆
様
に
は
安
心
、
快
適
に
本
殿
廻
り
を

行
な
っ
て
頂
け
ま
す
。

お子様の成長をお祝いし感謝する
七五三。
千歳飴を始め、選べるおもちゃを
用意してお待ちしております。
ご家族お揃いにてお参り下さい。

■令和５年七五三まいり

祝い年 対象 数え年 満年齢

３歳 男の子
女の子 令和３年生 令和２年生

５歳 男の子 平成31年生
令和元年生 平成30年生

７歳 女の子 平成29年生 平成28年生

※数え年、満年齢どちらでも承ります。

■ご祈祷料

拝殿一般祈祷 本殿特別祈祷

１人 5,000円 10,000円

２人 8,000円 13,000円

３人 10,000円 15,000円

２・３人の場合はきょうだいに限ります
毎日９時〜16時随時受付

七
・
五
・
三
の
ご
案
内
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えと張子…………… ￥1,000
首振りえと張子…… ￥1,500
紅
べに

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
烏
からす

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
守護矢……………… ￥1,000

お
多
賀
さ
ん
へ
初
詣

首振りえと張子

えと張子

えと鈴四色えと鈴
えと一刀彫

烏鏑矢紅鏑矢

守護矢

えと鈴……………… ￥1,000
四色えと鈴………… ￥800
熊手（特大）………… ￥10,000
熊手（大）…………… ￥5,000
熊手（中）…………… ￥3,000
熊手（小）…………… ￥2,000
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記

後

集

編　
最
近
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を

良
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
質
問
し
た
事
に
対

し
て
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
対
話
形
式
で

答
え
て
く
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー

ビ
ス
。
我
々
が
投
げ
か
け
た
単
語
や
文
章
の

続
き
を
予
測
し
、
結
果
と
し
て
質
問
や
要
望

に
答
え
て
い
る
か
の
よ
う
な
文
章
を
生
成
す

る
と
い
う
仕
組
。
つ
ま
り
、
答
え
を
出
し
て

い
る
の
で
は
無
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

膨
大
な
情
報
の
中
か
ら
確
率
の
高
い
単
語
を

繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
為
、
す
べ
て
が
正
し
い

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
上
手
に

利
用
す
れ
ば
、
仕
事
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
で
も
様
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
大
変
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と
か
。

　
困
っ
た
時
は
神
頼
み
な
ら
ぬ
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
と
な
る
時
代
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ

漸
く
明
る
い
社
会
へ
反
転
す
る
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
年
は
成
果
と
い
う
芽
が
成
長
し
て
い
き
、

形
を
整
え
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
禍
も
三
年
経
て
ば
用
に
立
つ
」

崇
敬
者
の
皆
様
に
は
無
駄
な
三
年
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
ず
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
苦
し
み
、
努
力
し
た
事
が

形
と
な
り
芽
吹
く
年
と
な
り
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


